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こ
れ
か
ら
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
へ
、

備
え
の
「
ス
イッチ
」
を
入
れ
る
た
め
に―

―
さ
あ
、

京
都
の
災
害
探
検
に
出
か
け
よ
う
！

橋
本
　
学
（
京
都
大
学
防
災
研
究
所
・
所
長
）
監
修

大
邑
潤
三
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
・
特
任
研
究
員
）　

著

加
納
靖
之
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
／

　
　
　
　
　
　
　
　    

地
震
火
山
史
料
連
携
研
究
機
構
・
准
教
授
）

災
害
の
爪
痕
や
、
過
去

の
災
害
に
対
す
る
人
々

の
思
い
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
地
点痕

跡
は
な
く
と
も
、

史
料
や
記
録
に
よ
っ
て

災
害
の
記
録
を
残
し
て

い
る
場
所

そ
の
他
災
害
・
防
災
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め

ら
れ
る
場
所防

災
や
歴
史
学
習
に

役
立
つ
施
設
な
ど



掲載地点（全）

■左京北部：K-NET 広河原観測点／鞍馬寺／北山と黄砂／旧岩倉村／宝が池の電子基準点／御蔭神社／音羽川砂防学習ゾーン／上賀茂神社（賀茂別雷神社）／水害紀念碑／上賀茂橋上流右岸堤防／
半木神社（流木神社）／京都府立京都学・歴彩館／賀茂川堤防／賀茂街道の松並木／落差工／下鴨神社（賀茂御祖神社）／出町柳の柳／鴨川公園／河合橋／京都大学総合博物館／京都大学時計台（百

周年時計台記念館）　■御所・左京南部：本禅寺／清浄華院　供養塔／梨木神社　染井の井戸／史跡御土居（蘆山寺）／寛文新堤／圓通寺　供養塔／京都御所／中御門京極（寺町通丸太町上る）／
京都市歴史資料館／下御霊神社／行願寺（革堂）／銅駝の水／長州藩邸跡／檀王法林寺裏門前／三条大橋／鳩居堂／聖護院門跡／聖護院村／法勝寺九重塔の基壇の石（京都市動物園）／二条川東

の寺町／白川橋　■上京・洛北：鷹峯／立命館大学 歴史都市防災研究所／北野天満宮／船岡山／水火天満宮／妙蓮寺　慰霊塔／旧西陣小学校 花壇 記念碑／本隆寺／昭和十年水害浸水被害記念碑／
北舟橋町／京都市考古資料館／浄福寺／一条戻橋／出水通／京都府庁／京都府庁近くの一等水準点／西陣空襲／古典の日記念　京都市平安京創生館（京都アスニー内）　■右京：仁和寺／妙心寺麟
祥院／天神川・御室川／御室川治水碑／神護寺／愛宕神社／愛宕参詣道の茶屋／清凉寺／天龍寺／渡月橋／戸無瀬の滝　■二条城・西京：二条城／二条西洞院町／神泉苑／京都地方気象台／京都
地方合同庁舎／Hi-net 京都観測点／西院小学校　風災記念碑／高山寺　風災慰霊塔　■下京・洛南：橋弁慶町／霰天神山／長刀鉾町／佛光寺／永養寺／樋口富小路（万寿寺通富小路）／亀山稲荷
神社（亀山藩邸跡）／平安京烏丸綾小路遺跡／東本願寺／本圀寺跡／西本願寺／興正寺／平安京皇嘉門大路／東寺百合文書／京都市市民防災センター　■東山：東山と『方丈記』の地震／将軍塚／
知恩院／知恩院前　師弟愛の像／大谷本廟　師弟愛の碑／京都女子大学　師弟愛の像／観亀神社／白川／仲源寺／四条大橋／団栗辻子／恵比寿神社／松原橋／森下町／五条大橋／若宮八幡宮／五

条坂／清水寺の回廊／音羽の滝／地主神社／音羽川／馬町空襲／方広寺石塁／耳塚／鴨川の浚渫／七条二宮町／七条大橋／伏見街道一ノ橋　■伏見・淀：K-NET 京都観測点／京都市青少年科学セン
ター／桃山高等学校　風災記念碑／御香宮神社／伏見城（指月城）／紀州藩伏見屋敷／岡山藩伏見屋敷／京橋／中書島／向島小学校　風災記念碑／市田観世堤防／Hi-net 久御山観測点／称名寺（法

蓮寺）／一口／水垂町／淀小橋／納所町／淀停留所跡／淀城／與杼神社／稲葉神社／淀大橋／淀川顔町／石清水八幡宮／八幡市立ふるさと学習館／離宮八幡宮／宇治川　■宇治・南山城：笠取／能
化院　不焼地蔵／萬福寺／京都大学防災研究所／宇治橋／塔の島・浮島十三重石塔／宇治郷での大火／興聖寺／志津川村碑／ K-NET 宇治観測点／宇治市歴史資料館／五里ごり館（城陽市歴史民俗

資料館）／枇杷庄／南山城水害記念碑／大正池／玉川／ＪＲ玉水駅の巨石と水難記念碑／石垣区公民館 水難者慰霊塔／災害記念塔／記念碑／不動川砂防歴史公園／北河原区公民館　水害記念碑／

正覚寺　洪水供養石仏／三地震の供養塔／京都府立山城郷土資料館／瓶原／海住山寺／災害記念塔／ K-NET 南山城観測点

地 

震

習
学
・
災
防

地 

震

害
水
風
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災

害
水
風

部
南
京
左
・
所
御

部
南
京
左
・
所
御

は
部
一
の
そ
、
り
あ
数
多
も
の
も
た
れ
さ
録
記

文
原
。
す
ま
い
て
し
介
紹
も
で
か
な
の
本
の
こ

訪
を
館
料
資
ど
ち
い
、
は
方
い
た
み
で
ん
読
で

31 

社
神
霊
御
下

『

し
い
め
な
か

は
に
』

寛
文

震
地
の

６
１
（

）
２
６

、
時
の

下
御
霊

が
も
ど
子
で
社
神

石

灯
籠

た
し
ま
い
が
人
の
く
多
、
り
お
て
れ
わ
な
こ
お

籠
灯
石
、
り
な
に
ぎ
騒
大
で
れ
揺
の
震
地
、
が

下
の
そ
が
も
ど
子
の
歳
８
、
７
た
い
着
き
抱
に

。
す
ま
い
て
れ
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寺
願
行

）
堂
革
（

行
願
寺
（
革
堂
）

に
通
条
一
と
も
と
も
は

は
に
』
略
紀
本
日
『。
た
し
ま
り
あ

永
祚

年
元

）
９
８
９
（

の
川
鴨
は
に

氾
濫

と
た
し
壊
倒
で

『。
す

甲
子
夜
話

文
政

震
地
の

）
０
３
８
１
（

６
で
前
堂
革
は
で

た
し
ま
り
な
に
敷
下
が
人
６
て
れ
倒
が
家
の
軒
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水
の
駝
銅

銅
駝

る
あ
が
口
蛇
て
し
面
に
道
の
南
の
館
会

を
水
下
地
う
よ
る
き
で
用
利
て
し
と
水
の

み、
で
水
名
な
名
有
は
で
元
地
う
い
と
」
水
の
駝

。
す
ま
り
あ
が
と
こ
た
れ
さ
介
紹
も
で
ビ
レ
テ

非
た
ま
、
て
し
と
水
用
火
防
の
時
う
い
と
ざ
い

保
、
う
よ
る
き
で
用
利
て
し
と
水
み
飲
の
時
常

。
ん
せ
ま
り
な
ば
ね
か
い
て
し
全
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跡
邸
藩
州
長

元
治

火
大
の

）
４
６
８
１
（

地
火
出
な
主
の

と
ひ
の
場
戦
主
が
の
る
れ
さ
と
つ
と
ひ
の
点

長
州

。
す
で
邸
藩

こ
、
が
す
ま
り
回
出
が
版
瓦
な
々
様
ら
か
後
直

多
が
の
も
い
な
し
記
明
と
敷
屋
州
長
は
に
中
の

よ
■
■
■
■
ル
下
条
二
町
原
河
「
は
に
中
、
く

い
て
れ
か
書
と
」
敷
屋
州
長
「、
と
」
火
出
り

り
あ
が
の
も
い
な
め
読
が
分
部
る
れ
わ
思
と
た

と
」
州
長
「
は
初
最
。
す
ま

版
木

そ
ら
か
後
に
め
た
ぐ
防
を
定
特
の
元
火
、
の
の

図
災
火
の

 

」
て
い
つ
に
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前
門
裏
寺
林
法
王
檀治

明

年

）
５
８
８
１
（

『
の
日
１
月
７

日

出

い
と
」
よ
せ
意
注
人
る
た
兄
父
「
に
』
聞
新

な
と
水
大
も
近
付
橋
大
条
三
て
し
水
増
が
川

歳
８
と
歳
６
と
う
よ
し
物
見
を
勢
水
の
そ
、
り

が
子
の
男
の
ど
ほ

川
端

の
る
上
条
三

檀
王

林
法

に
間
う
い

通
を
橋
。
た
し
ま
れ
さ
流
ど
ほ
ｍ

し
ま
出
け
届
へ
所
出
派
の
詰
橋
、
け
助
を
人
２

め
と
り
と
を
命
一
い
幸
、
果
結
た
し
抱
介
。
た

。
す
で
と
こ
う
い
と
た
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橋
大
条
三

清
水
焼
の
窯
元

和
気
亀
亭

『
の

日

記
』

）
蔵
所
館
彩
歴
・
学
都
京
立
府
都
京
（

よ
に

、
と
る

嘉
永

年
５

）
２
５
８
１
（

月
７

か
日

。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ
た
れ
わ
舞
見
に
雨
風
暴
ら

高
野

は
で
川

大
条
五
、
ど
ほ
ｍ
４
は
橋
大
条
三
、
れ
流
が
家

、
め
た
た
し
失
流
が
割
６
の
橋
は
橋

仮
に
日

し
渡
船
は
下
の
橋
大
条
三
、
で
ま
る
き
で
が
橋条

高
瀬

条
五
、
れ
流
も
橋
面
正
と
橋

伏
見

道
街

「京都大火極本しらべ」（京都市歴史資料館蔵、部分）

し
に
松
の
木
植
り
降
び
飛
に
庭
ず
わ
思
。
た
し

、
ち
落
れ
崩
が
蔵
土
の
庭
、
と
る
い
て
い
つ
み
が

な
き
大
の
先
軒

石
灯
籠

れ
こ
。
た
し
ま
れ
倒
が

度
震
と
る
す
測
推
ら
か
害
被
や
感
体
の
ら

強

を
こ
ば
た
、
が

服
呑

続
間
の
い
ら
く
む

。
す
で
と
こ
う
い
と
た
い

は
れ
こ
「、
り
ま
鎮
が
れ
揺
て
し
く
ら
ば
し

。
た
し
ま
し
出
れ
揺
き
響
が
音
な
う
よ
の
鳴
雷
た

こ
ば
た
は
隔
間
の
そ

い
ら
く
む
呑
を
服

い
な
か
い
に
け
わ
る
い
に
先
庭
も
で
ま
つ
い

家
隣
に
ろ
後
、
が
た
し
ま
り
入
に
室
茶
、
で
の

と
変
大
ら
た
れ
崩
が
れ
こ
で
の
る
あ
が
蔵
土
の

、
り
な
に
と
こ
う
い

母
屋

り
な
に
と
こ
る
戻
に

を
畳
に
囲
周
。
た
し
ま

の
そ
、
ね
重
つ
ず
枚

棒
い
太
に
上

、

入
に
下
の
そ
て
し
渡
を
本

震
余
。
す
ま
い
て
れ
さ
記
と
た
し
か
明
を
夜
り

揺
い
強
に
中
夜
、
り
あ
も
と
こ
た
い
て
い
続
が

さ
潰
が
ち
た
分
自
、
も
て
れ
倒
が
家
て
来
が
れ

。
す
ま
れ
わ
思
と
の

終
始
、
し
生
発
く
な
間
え
絶
が
震
余
も
日
翌

た
い
て
い
響
に
中
地
が
音
な
う
よ
の
雷
か
砲
大

が
震
地
な
う
よ
の
初
最
度
一
う
も
。
す
で
う
よ

大
、
り
な
く
長
が
隔
間
の
震
余
り
よ
頃
半
夜
ち

月

敷
を
畳
に
外
皆
は
内
町
ら
か
朝
の
日

員
全
族
家
で
中
の
そ
、
り
く
つ
を
け
除
雨
て
い

。
た
し
で
様
有
む
住
が

大
、
は
に
方
夕
の
日

の
と
る
な
に
火

同
家
き
空
が
々
家
、
ち
た
が

徊

の
と
る
す

ま
日

の
で

め
た
い
き
大
が
害
被
た
ま
。
す
ま
い
て
え

年と
る
あ
で
い
な
ら
戻
に
都
京
の
元
と
い
な
た
経

鎮
は
震
余
と
い
な
し
火
噴
が
山
の
か
こ
ど
、
か

騒
ち
立
が
さ
わ
う
な
々
様
に
後
震
地
。
す
ま
い

う
よ
い
な
ら
わ
変
も
今
も
昔
、
は
の
る
な
に
動

。
す
で

条
三

柳

場
馬

の

留

で
先

文
政

震
地
の

（

）

『、
が
話
の
士
武
た
し
験
体
を

甲
子

夜
話の

者

松
浦
静
山
（
肥
前
平
戸
第

）
主
藩
代

家
の

れ
そ
、
で
状
書
た
い
届
ら
か
某
生
蒲
る
あ
で
臣

。
す
で
の
も
た
し
写
き
書
を

は
生
蒲

月

砲
鉄
と
ふ
、
ろ
こ
と
た
い
て
し
話
会
で
敷
座
と

え
考
と
震
前
は
れ
こ
。
た
し
ま
じ
感
に
う
よ
た

の
砲
大
か
雷
ら
か
方
の
北
に
ぐ
す
、
ろ
こ
と
た

。
た
し
ま
り
な
と
震
地
大
、
き
響
が
音
な
う
よ

、
ち
た
が
煙
土
は
に
中
の
家

鴨
居

壁
、
ち
落
が

ま
り
な
く
な
れ
ら
居
に
敷
座
に
め
た
た
れ
崩
も

で
場
馬
柳
条
三

た
し
験
体
を
震
地

話
の
士
武

Column

3

和
昭

年
（

）

月

前
午
日

時

の
県
知
高
に
頃

室
戸

近
、
し
陸
上
に
近
付
岬

台
た
せ
さ
生
発
を
害
被
な
大
甚
に
方
地
畿

約
圧
気
低
最
。
風

ル
カ
ス
パ
ト
ク
ヘ

。
た
し
録
記
を
値
る
み
に
稀
上
史
測
観
う
い
と

な
大
甚
は
で
湾
阪
大

高
潮

し
生
発
が
害
被

登
、
し
壊
倒
が
舎
校
校
学
で
地
各
、
か
ほ
た

そ
よ
お
は
で
内
市
都
京
。
た

に
間
の
時

ど
な
校
学
。
た
れ
荒
き
吹
が
風
強
に
間
の
こ
、
れ
わ
思
と
た
し
過
通

、
く
多
が
害
被
の
ど
な
林
致
風
の
辺
周
び
よ
お
社
寺
か
ほ
の
物
建
共
公
の

は
者
死
の
内
市
都
京

者
傷
負
、
人

東
南
の
市
は
害
被

般
一
、
く
多
に
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室戸台風（第一室戸台風）
＊本文では「室戸台風」
と表記

気象庁による1934年9月21日6時の天気
図（国立情報学研究所「デジタル台風」）

＊本文では「明治の水害」
と表記

1885年7月3日『日出新聞』に掲載された浸水範囲
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コラム３コラム３ 三条柳馬場で地震を体験した武士の話
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　染井の井戸
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京都大学総合博物館

清浄華院
　供養塔

京都市歴史資料館

檀王法林寺裏門前

圓通寺　供養塔

行願寺（革堂）
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聖護院門跡

下御霊神社

長州藩邸跡

寛文新堤

京都御所
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三条大橋
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時速３㎞として

左京北部　ｐ12

史料・歴史用語、固有名
詞には丁寧にルビをふり、
過去の災害の概要や、地
震現象・測量について解
説したコラムも充実してい
るので、中学生以上の防
災や歴史の学習にも最適

まち歩きに便利
な地図を9つの
エリアの冒頭に
掲載

コラムや史料
図版も充実

近世以降に京都
を襲った主な災
害 10件の概要
を巻頭で紹介


